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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 937 － 263 － 256 － 168 －

2021年12月期第３四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 111.98 103.23

2021年12月期第３四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 1,008 715 71.0

2021年12月期 807 474 58.8

（参考）自己資本 2022年12月期第３四半期 715百万円 2021年12月期 474百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － － － 0.00 0.00

2022年12月期 － 0.00 －

2022年12月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,260 14.5 324 46.0 304 32.2 211 38.3 139.62

１．2022年12月期第３四半期の業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

(注)１．2021年12月期第３四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2021年12月期第３四半期の数値及び
2022年12月期第３四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

２. 当社は、2022年６月14日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分割を行っております。当事業年度の期首
に当該株式分割が行われたものと仮定し、１株当たり四半期純利益を算出しております。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期３Ｑ 1,550,000株 2021年12月期 1,500,000株

②  期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ －株 2021年12月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 1,505,555株 2021年12月期３Ｑ －株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）１．当社は、2022年６月14日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分割を行っております。2021年12月

期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、「期末発行済株式数」「期末自己株式数」および「期中

平均株式数」を算定しております。

２．当社は、2021年12月期第３四半期につきましては、四半期財務諸表を作成していないため、期中平均株

式数を記載しておりません。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響を受け、依然として

厳しい状況にあります。

　このような経済環境の中、有効求人倍率は低位であるものの、IT人材を中心とした人手不足感は続いており、有

料職業紹介、労働者派遣業界の需要は維持もしくは拡大傾向にあります。また、有料職業紹介、労働者派遣業界に

おけるDX化の活用について引き続き拡大傾向にあります。

　このような事業環境の下、当社のマッチングクラウドサービスPORTERSは堅調に有料ユーザーID数が増加し、当第

３四半期会計期間末時点で10,590IDとなりました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は937,720千円、売上総利益は755,654千円、営業利益は263,128千

円、経常利益は256,331千円、四半期純利益は168,604千円となりました。

　なお、当社はHR-Tech事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

(２）財政状態に関する説明

(資産)

　当第３四半期会計期間末における資産合計は1,008,731千円となり、前事業年度末に比べ201,465千円増加いたし

ました。

　流動資産は前事業年度末に比べ160,190千円増加し、884,802千円となりました。これは主に、東京証券取引所グ

ロース市場への上場に伴う公募増資及び営業活動が好調に推移したことによる現金及び預金142,212千円の増加によ

るものであります。

　固定資産は前事業年度末に比べ41,275千円増加し、123,928千円となりました。これは主に、新機能開発に伴うソ

フトウエアの計上等により無形固定資産が15,892千円増加したことによるものです。

(負債)

　当第３四半期会計期間末における負債合計は292,972千円となり、前事業年度末に比べ39,358千円減少いたしまし

た。

　流動負債は前事業年度末に比べ1,864千円減少し、288,766千円となりました。これは主に、買掛金7,224千円の減

少、法人税等の納付による未払法人税等7,794千円の減少、有料ID数の増加に伴う契約負債（前事業年度は前受金）

14,248千円の増加によるものであります。

　固定負債は前事業年度末に比べ37,494千円減少し、4,206千円となりました。これは１年内返済予定の長期借入金

への振替に伴う長期借入金37,494千円の減少によるものです。

(純資産)

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は715,758千円となり、前事業年度末に比べ240,824千円増加いたし

ました。これは東京証券取引所グロース市場への上場に伴う公募増資により、資本金が36,110千円、資本剰余金が

36,110千円増加、四半期純利益の計上168,604千円による利益剰余金の増加があったことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年９月29日の「東京証券取引所グロース市場への上場に伴う当社決算情報等のお知らせ」で公表しました通

期の業績予想から変更はありません。また、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数

値は今後様々な要因によって、予想値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年12月31日）

当第３四半期会計期間
（2022年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 682,944 825,157

売掛金 19,000 30,461

仕掛品 614 1,130

前払費用 18,790 26,959

その他 3,300 1,155

貸倒引当金 △38 △60

流動資産合計 724,612 884,802

固定資産

有形固定資産 9,015 13,013

無形固定資産 7,667 23,559

投資その他の資産 65,970 87,355

固定資産合計 82,652 123,928

資産合計 807,265 1,008,731

負債の部

流動負債

買掛金 24,195 16,971

１年内返済予定の長期借入金 49,992 49,992

未払法人税等 55,635 47,841

前受金 95,996 －

契約負債 － 110,245

その他 64,811 63,716

流動負債合計 290,631 288,766

固定負債

長期借入金 41,700 4,206

固定負債合計 41,700 4,206

負債合計 332,331 292,972

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 46,110

資本剰余金 － 36,110

利益剰余金 464,933 633,538

株主資本合計 474,933 715,758

純資産合計 474,933 715,758

負債純資産合計 807,265 1,008,731

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間
（自　2022年１月１日

至　2022年９月30日）

売上高 937,720

売上原価 182,065

売上総利益 755,654

販売費及び一般管理費 492,526

営業利益 263,128

営業外収益

受取利息 6

為替差益 5,631

助成金収入 1,710

その他 0

営業外収益合計 7,348

営業外費用

支払利息 268

上場関連費用 12,644

株式交付費 1,182

その他 50

営業外費用合計 14,146

経常利益 256,331

税引前四半期純利益 256,331

法人税等 87,726

四半期純利益 168,604

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年９月29日をもって東京証券取引所グロース市場に上場いたしました。上場に当たり、2022年９月

28日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行50,000株により、資本金及

び資本剰余金がそれぞれ36,110千円増加しております。この結果、当第３四半期会計期間末において資本金が

46,110千円、資本剰余金が36,110千円となっております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期間

の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もあ

りません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「前受金」

は、第１四半期会計期間より「契約負債」として表示することとしております。なお、収益認識会計基準第89-２項

に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（「時価の算定に関する会計基準」の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計

基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会

計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

当第３四半期累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

当社はHR-Tech事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。
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